
１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

日高農業改良普及センター本所

対象：新ひだか町静内東別地域（11戸）

- ９ -

活動年次：平成28年～

○担い手育成支援体制の確立
⇒ 担い手協議会による就農者支援
⇒ 研修生への技術習得支援

○振興作物の安定生産の推進
⇒ミニトマトの生産性向上
⇒デルフィニウムの鮮度保持技術の向上

○担い手不足が深刻化
・高齢化と担い手不足は深刻化
・新規参入希望者の誘致対策

○地域振興作物の生産性が低迷
・連作による土壌病害虫の発生
・土壌化学性のアンバランス

＜技術の定着支援により経営安定を図る活
動＞

施設野菜中心の集約経営が主体の地域

地域の課題 課題解決に向けた対応方向

担い手育成と振興品目の課題解決に向けて、関係機関と一体となった協働活動を展開

担い手育成支援体制

就農講座で専門知識を習得
関係機関一体となった活動支援

振興作物（ミニトマト）の安定生産

「担い手協議会」 の役割分担

地域振興作物の安定生産による持続的農業の確立

～ 地域農業をリードする静内東別地区の農業 ～

普及センター ＪＡ 町 農業委員会 受入農家

就農計画

経営支援

担い手協議会

栽培

技術支援

研修生誘致

資金支援

就農地

確保

研修生

受入

研修者支援就農者支援

対象者全戸（８戸）

の施肥相談・綿密

指導を展開

５回の就農講座

で知識の向上を

支援

協議会による巡

回で、作業・生

育状況を確認

土壌診断と施肥改善

栄養診断による肥培管理技術の支援

新芽の姿による追肥
判断に活用

 

先端小葉切り取り 1.0ｇ計る すりつぶし、水を加える 小型光度反射計(RQ flex)で

測定

夏秋どりトマトの栄養診断に基づく施肥対応を応用

７戸10事例の調査より、先端葉葉柄の
硝酸態窒素濃度の暫定基準を設定
農家と検証を重ねる

先端葉
葉柄

ほ場毎に土壌診断結果票を作成
関係機関との連携体制を構築



４ 今後の活動 **********************************************************
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【地域担い手の育成】
新規就農者および研修生の、栽培技術の習得、向上支援を計画的に行い、地域農業

の活性化を図っていく。
【地域振興作物の安定生産】

土壌診断結果に基づく施肥の推進と、栄養診断基準の策定と樹勢管理の検討をしな
がら活動を継続する。

収穫期間を通し一定

＜技術の定着支援により経営安定を図る
活動＞

３ 活動の成果 ***************************************************************

「農業者へのアンケート調査結果」
・ミニトマトの診断結果を基にした追肥は、草勢管理の参考になります。
・花きの短日夜冷育苗技術を向上させたいです。
・地域担い手の育成、就農計画の達成を支援していきたいと思います。

樹勢管理仮基準を策定

H28 ミニトマトの生産実績

平成28年度の就農計画達成状況
（計画所得対比）

ミニトマトの栄養診断における仮基準
現在、農業試験場でデータを解析中

ミニトマトの
樹勢管理に

応用
ミニトマト栄養診断の実施 !

栄養診断の実施に当たっての協力体制整備
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最大で２１％の
肥料費軽減

土壌診断結果に基づく施肥コストの変化
（前年比又は地区施肥標準比）

土壌診断結果に基づく施肥対応による収量

最大で地区平
均115％程度に

UP

ＪＡ 町

農試 農業者

栄養診断

基準の検討 生育調査 基準の検討

土壌採取

普及センター

出荷
データ

収量記録
データ
共有

データ
分析

土壌診断
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（ｔ/10a）

土壌診断活用によりミニトマト肥料費の軽減と生産性の確保!

就農者３戸が計画達成就農計画の達成!
・計画的、機関連携による支援を推進



＜技術の定着支援により経営安定を図る活動＞

倒伏に強い飼料用とうもろこし栽培技術の普及推進

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

釧路農業改良普及センター釧路中西部支所

～ 風害に強い栽植本数の実証と波及～

対象：釧路市、鶴居村、白糠町
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活動年次：平成26～28年

収穫期に台風が通過!!

頻繁に
倒伏する

収穫量が減る

収穫が遅れる

飼料用とうもろこしの

倒伏対策

地域のニーズ
（倒伏対策を!：釧路市）

需要の拡大
（栽培面積が増加）

北海道東部の冷涼な気候（牧草主体）

濃厚飼料の高騰 ＴＭＲの普及

必要

試験ほの設置

釧路市阿寒町

鶴居村

白糠町

釧路市音別町

Ｈ26年 7,000区 8,000区 9,000区

阿寒 7,519 7,879 9,466

鶴居 7,407 8,180 9,662

音別 7,573 8,724 9,144

白糠 7,405 8,362 9,699

10ａ当たり栽植本数

実際の本数

設定本数

Ｈ27年 7,000区 8,000区 9,000区

阿寒 6,782 7,740 9,137

鶴居 6,873 8,032 8,949

音別 6,806 8,179 9,366

白糠 6,748 7,594 8,784は種速度を抑えることで設定本数に

農業者とプランタの調整を実施

○ 10ａ当たり栽植本数
7,000、8,000、9,000の
区を設定。
○生育・収量と倒伏抵抗性
※を検証。

※倒伏抵抗性
引き倒し力と稈長、着穂
高から計算されるＨＰＲ
値で比較（倒伏のしやす
さ）
根釧農業試験場より支援

設定本数
より多い

リーフレットの配布・実証ほの設置

26～27年

28年

種子の落ちる間隔を調整
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３ 活動の成果 ***************************************************************

４ 今後の活動 ***************************************************************

・中西部地区内で、倒伏対策として栽植本数を７千本台では種することを推進する。
・現地実証事例を積み重ね、飼料用とうもろこし栽培技術改善に役立てる。

＜技術の定着支援により経営安定を図る活動＞

ＴＤＮ収量の比較

稈の太さの比較

倒伏のしやすさの比較

着穂高の比較

7,000本区は雌穂が大きく
先端不稔が少ない

リーフレット
農業者・関係機関に伝達

実証

風害に強い栽植本数の波及

栽植本数の推移（音別地区調査より）

台風被害に遭って、とうもろこ
しは折損したが、倒伏はしな
かったのでなんとか収穫するこ
とが出来た（H27年農業者）

大雨や台風に
遭ったが、とう
もろこしの倒伏
は少なかった。
これらは、栽植
本数を減らした
効果だと思う
（H28 年釧路
市職員）

7,000本/10aが最も良い



＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

北石狩型輪作体系の新たな展開

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

石狩農業改良普及センター石狩北部支所

～基本に勝る応用なし！ 100年続く農業のために！！～

対象：当別町当別太 湯田里地区（８戸）
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活動年次：平成28年～

地域の現状 地域の課題 課題解決に向けた対応方向

排水不良

有機物不足

低ｐＨ土壌

麦の収量低迷

連作障害多発

土壌堅密化

抜本的対策
を同時進行

北石狩型輪作体系の構築

生産基盤の改善(土づくり)

なぜ、輪作に取り組まれてこなかったか？

1970年代～

・水田転作の施策を機に秋まき小麦の作付けを奨励
・高齢化により農家戸数が10年で30％減少
・農地集約により経営規模が拡大
・機械作業体系が確立した秋まき小麦に作付が集中
・交付金により所得が安定

輪作や土づくりへの意識が遠のく中･･･

・輪作体系の素案を作成

・品目ごとに課題を整理

北石狩型輪作体系推進ＷＧ

普及センター

生産販売部門
【青果担当係長】

営農振興部門
【部長・課長・係長】

地域第一係

地域係長
主査（地域支援）
専門普及指導員

普及職員

JA北いしかり

連携

主任技師【普及OB 】連作障害により営農継続への危機感
から抜本的改善へ

共
感

問題の根幹を明確にするＷＧ戦略会議と品目別課題検討会

生産性向上
課題検討会

水稲部会
畑作部会
野菜部会
花き部会

（１）協力体制の構築で効率的な普及活動を実践

★ ＪＡの協力が得られ、ＷＧ体制を編成 ～より大きな推進力を持つ活動に深化～



３ 活動の成果 ***************************************************************

＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

４ 今後の活動 ***************************************************************

全組合員説明会の開催

★ 地域ビジョンと農業者・関係機関との協働体制確立 ～三位一体の活動が実現～

農業者の変化 関係機関の変化

“使える”北石狩型輪作体系へと錬磨

・改善意識の醸成
・てん菜､緑肥作付け増加
・苦手品目の克服

・てん菜収穫機の導入
・コントラ事業開始
・交付金活用の見直し

- 14 -

① ほ場条件の整備や地力向上対策
② 輪作品目の課題改善と技術支援

① 輪作導入実証事例の積み上げ
② 輪作導入の経営経済的評価の実施

① ほ場条件の整備や地力向上対策

① 既存作付品目の活用
② 輪作パターンの複数提案
③ 緑肥の積極導入 + ｐＨ改善

～北石狩型輪作体系基本理念の継続～

輪作導入のハードルをいかに下げるか！

システム会社と打合せJA役員協議会で方針説明

・輪作導入に向けた冊子作成

・ＪＡ事業とのリンク強化

・産地交付金の見直し提案

・提案内容の浸透を図る

各種協議会や説明会を活用 輪作シミュレーション本格運用へ

・営農計画づくりの支援

・輪作導入効果の実証

・現地事例データベース化

・ＪＡ営農支援システム化

個別面談で輪作計画を検討

（３）輪作導入のハードルを下げるための構造改革

（２）作付履歴の見える化と具体的輪作体系の提案

従来の交付金活用方法に変化

産地交付金

③ 積極的な情報発信でブレない姿勢を
示したことで、強力な賛同を得た

① 仲間意識の醸成と活動テーマを統一し
たことで、活動の効率化が図られた

② シンプルで具体的な取組みにより理解
が進み、強力な支援を得た

（１）栽培管理技術の向上

（２）北石狩型輪作体系の構築

（３）地域農業構造の改革

提案が提案を生む連鎖を主導

①農業者の意思決定を促すフローチャートの作成
②輪作体系例から収支を試算できるソフトを作成

この二つを用いて
個別面談へ



イアコーンサイレージ

サ

イ

レ

ー
ジ

化

＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

イアコーンサイレージ生産導入による地域課題解決

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

胆振農業改良普及センター東胆振支所

～ 耕畜連携により農地を守り、ゆとりを創出～

対象：安平町安平地区（１１戸）
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活動年次：平成22～28年

耕畜連携による課題解決を提案

販売代金の支払
畜産農家が耕種農家ほ場に出向き収穫

生産物の販売
（青刈りとうもろこし）

高付加価値販売に
よる費用増加分の
吸収が可能となる

収益増加が見込める
養分収奪を回避できる

耕種農家
収益性の低下
ほ場養分収奪

畜産農家
費用の増加

イアコーン栽培は
どうか？

高齢化・担い手不足の深刻化

耕種農家
若手への農地の集積、労力
不足、輪作の歪み

畜産農家
労力不足、粗飼料不足

新たな懸念

耕種農家
労働時間縮減
輪作の適正化
土壌改善

畜産農家
労働時間縮減
飼養管理に集中可
粗飼料の安定確保

(肥育牛への給与効果の検証)

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

利用部位 名称

○イアコーンサイレージ・ハイモイスチャーシェルドコーン（HMSC）とは

地上部全体

雌穂

子実＋芯＋包皮

子実＋芯

子実

ホールクロップサイレージ

コーンコブミックス（CCM）

ハイモイスチャーシェルドコーン（HMSC）

ハーベスタで収穫

ハーベスタ＋スナッパヘッドで収穫

汎用コンバインにアタッチメント
を付けることにより収穫できる。

汎用コンバイン
の稼働率が向上

(後作への影響・輪作改善
省力効果の検証)

○耕種農家への影響評価 ○畜産農家への影響評価

生産・利用
に際しての
課題を検討

ハイモイスチャーシェルドコーンでは？

＝粗飼料を購入する
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３ 活動の成果 ***************************************************************

４ 今後の活動 ***************************************************************

○トウモロコシの収量を安定・向上させたい
○省力的・安定的に輪作を行いつつ、収益性をさらに高めたい

○多収品種・多収栽培方法の検証
○新規作物｢ナタネ｣の導入による省力化、健全な輪作体系の確立ならびに収益向上効果の検証

＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

飼料を使う
農業生産法人
美生ファーム
（芽室町）

○イアコーンサイレージ・ハイモイスチャーシェルドコーン(HMSC)生産・利用体系の構築

飼料をつくる
株式会社スキット
（安平町）

飼料を使う
合同会社

いわさきファーム
（安平町）

JAとまこまい
広域畜産部

（コーディネイト）

普及センター
（技術実証）
（定着支援）

北農研センター
（技術の開発）

イアコーンサイレージ・ＨＭＳＣを販売

連
携

○耕種農家への影響評価 ②作付割合の変化

作
付
比
率
の
改
善

飼料用とうもろこし導入により①作付比率が改善され②作業
競合が軽減された。さらにHMSCの場合コンバインは小麦・
豆類と併用できるので③コンバインの稼働率が向上した。○畜産農家への影響評価

連
携
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枝肉重量 牛脂肪交雑基準値

増体成績は同等からやや劣る
が、枝肉重・肉質は優れる。

肥育牛へのHMSC給与は濃
厚飼料の代替となり得る。

○生産・利用の課題

耕畜連携で双方の経済性を満たす
イアコーンサイレージの収量(安平町)

耕種農家
23,000円/10a
の収益がほしい

畜産農家
30円/kgの価格
で購入したい

耕・畜両者を満足させるには
現物で 1,923kg/10aの収量が必要

産
糖
量

(k
g
/1

0
a
)

Ｂ農家

試験区

①後作てん菜に悪影響はない

Ａ農家
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収量低下？



地域連携による持続可能な農業の確立

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

檜山農業改良普及センター檜山北部支所

～ 生産のための新たなシステム化に向けた取組み ～

対象：せたな町北檜山区栄・栄石地域（15
戸）
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活動年次：平成28年～

○労働力減少に対応した仕組みづくり
⇒ 地域の方向性に向けた協議

・「地域を考える会」の設立

○経営体質強化に向けた生産性向上
⇒ 水稲の生産性を向上
・「ふっくりんこ」の施肥改善を推進

○高齢化、労働力不足
・担い手不足による高齢化の進展
・水稲作業との労働競合

○所得の低迷、経営の不安定化
・米価下落が経営にダメージ
・補完作物の導入が停滞

＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

水稲中心の複合経営が主体の地域

地域の課題 課題解決に向けた対応方向

「栄・栄石地域を考える会」を設立し、関係機関も含めて地域の方向性を皆で検討

地域の方向性を検討

「考える会」による協議 始まる

水稲の生産性向上を支援

地域の将来像
何ができるか話し合いの場を設ける

全戸に意向聞き取り調査！

話合い内容を「情報紙」として配布

全戸の生育調査、生育情報の共有化
「ふっくりんこ」りん酸減肥試験を実施

土壌診断結
果に基づく
施肥改善を
提案！

「ふっくりんこ」生育・稔実調査
調査データを活用した戸別指導

地域全体に活動への
共通認識が深まる

現地研修会
で、技術の
ポイントを
直接指導！



４ 今後の活動 **********************************************************
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【地域の労働力減少に対応した仕組みづくり】
「考える会」で将来に向けた協議を重ね、地域の将来像を具体化。

【経営体質強化に向けた生産性向上】
初期生育の改善、生産目標及び改善方向の明確化。

収穫期間を通し一定

＜地域農業構造の再編を支援する活動＞
３ 活動の成果 ***************************************************************

より良い米をとろう !
・土壌診断値に基づく施肥改善
・初期生育改善課題を明確化

地域が目指す姿は !
・低コスト、省力化への仕組みづくり
・労働力確保、新規参入受け入れ

取組による経費の削減等により、農業所
得が前年対比で190％と増加。

「農業者の声、感想」
・主食米中心で米づくりを続けたい。
・りん酸肥料を減らしコストを下げるぞ～。
・夫婦同伴で参加できる内容が良いです。
・リーダー的な人がいればいいと思う。

栄・栄石地域が目指す姿は！

提案事項をテー
マに「考える会」
で協議、活発に
意見交換！

・タンパク目標を達成で
きた農家は５戸です！

・施肥改善により経費が
削減されました。

・来年は初期生育の改善
りん酸減肥の実践を！

直面する課題を普及センターが
整理、提案

高糖度トマト栽培視察（せたな町
農業センターガラス温室）

新たな高収益作
物導入の可能生
を検討！

タンパクマップの活用

表　経営指標の変化(％)

27年 28年 27年 28年 27年 28年 27年 28年 27年 28年

平均 100 190 14 27 43 43 55 72 42 44

売上高
負債比率農家

農業
所得

所得
率

自己資本
比率

固定
比率



＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

ゆとり」を実感できる農家生活の実現へ

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

網走農業改良普及センター網走支所

～ 音根内第２１地区との協働作業による「ゆとり」創出～

対象：網走市音根内第２１地区（重点対象７戸）
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活動年次：平成24～28年

PDCAサイクルを意識
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３ 活動の成果 ***************************************************************

４ 今後の活動 ***************************************************************

21地区での活動を継続し、さらなる栽培技術の向上による所得の確保、営農の効
率化による持続可能な地域農業の確立に向けた活動を開始する。

＜地域農業構造の再編を支援する活動＞

聞き取り調査結果では満足度（５段階評価）が1.0→4.4に向上！

【農業者の声】 21地区は確実に変わってきています！
女性は自分の時間が充実し活き活きするようになりました。

（満足度の評価 1：悪← →５：良 ）
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